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羽田Ｄ滑走路島

羽田沖海域における船舶航行実態羽田沖海域における船舶航行実態

図-2 羽田沖における全船舶の航跡図

Ｂ区域

Ａ区域

①①①①新滑走路島部新滑走路島部新滑走路島部新滑走路島部

②②②②東京港第一航路部浚渫範囲東京港第一航路部浚渫範囲東京港第一航路部浚渫範囲東京港第一航路部浚渫範囲

図-1 工事の施工位置図

調査期間：H12年10月30日～31日
（平成12年度東京湾船舶航行調査報告書より）



航行安全対策の策定航行安全対策の策定

航行安全対策検討会航行安全対策検討会航行安全対策検討会航行安全対策検討会 （工事請負者）
①海上交通への影響評価

↓
②航行安全対策の策定

（「センター」の設置、役割、業務内容）

海上工事海上工事海上工事海上工事のののの工事許可申請工事許可申請工事許可申請工事許可申請 （工事請負者⇒港長）

海上海上海上海上工事工事工事工事のののの実施実施実施実施 （工事請負者）
「センター」組織による航行安全対策の実施

表-1 航行安全対策の流れ



航行安全対策検討会航行安全対策検討会

目的目的

•• 工事の実施に伴う工事の実施に伴う船舶航行への影響を整理船舶航行への影響を整理

•• 工事期間中に必要となる具体的な工事期間中に必要となる具体的な航行安全対策の航行安全対策の
検討と取りまとめ検討と取りまとめ

検討会委員構成検討会委員構成

•• 学識経験者学識経験者

•• 海事関係者海事関係者

•• 関係行政機関関係行政機関

•• 関係地方公共団体関係地方公共団体

写真-1 航行安全対策検討会（風景）



航行安全対策検討会の設置・運営航行安全対策検討会の設置・運営

検討方針検討方針
•• 検討会の設置は年度単位とする。検討会の設置は年度単位とする。

•• 安全対策の検討は、設置年度毎、予定する工事段安全対策の検討は、設置年度毎、予定する工事段
階毎とする。階毎とする。

•• 東京港港湾管理者（東京都）との連携を図る。東京港港湾管理者（東京都）との連携を図る。

学識経験者 海事関係者 関係行政機関 関係地方

公共団体

東京国際空港東京国際空港東京国際空港東京国際空港ＤＤＤＤ滑走路建設外工事滑走路建設外工事滑走路建設外工事滑走路建設外工事

航行安全対策検討会航行安全対策検討会航行安全対策検討会航行安全対策検討会

東京港内東京港内東京港内東京港内におけるにおけるにおけるにおける海上工事海上工事海上工事海上工事にににに伴伴伴伴うううう

船舶航行安全対策検討委員会船舶航行安全対策検討委員会船舶航行安全対策検討委員会船舶航行安全対策検討委員会

合同開催合同開催合同開催合同開催

（（（（連携連携連携連携））））

図-3 航行安全対策検討会の構成



検討会事務局検討会事務局

•• （社）東京湾海難防止協会（社）東京湾海難防止協会

•• （財）港湾空港建設技術サービスセンター（財）港湾空港建設技術サービスセンター

•• 羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ



航行安全対策の検討航行安全対策の検討

主な検討課題主な検討課題

•• 東京湾、東京港周辺という東京湾、東京港周辺という船舶輻輳海域に船舶輻輳海域に
多数の工事用船舶が多数の工事用船舶が2424時間運航時間運航する。する。

•• 船舶輻輳海域に工事区域が隣接しており、船舶輻輳海域に工事区域が隣接しており、
区域面積が広く、かつその形状が段階毎に区域面積が広く、かつその形状が段階毎に
変化変化する。する。

検討の手順検討の手順

①海上交通への影響評価・検討①海上交通への影響評価・検討

②具体的な航行安全対策の策定②具体的な航行安全対策の策定



工事用船舶の運航隻数（全体計画案）工事用船舶の運航隻数（全体計画案）

※運航隻数は計画値であり、今後、工事の進捗に伴い変更となります。

ガットガットガットガット船船船船
最大最大最大最大120120120120隻隻隻隻／／／／日日日日

「「「「桟橋桟橋桟橋桟橋ジャケットジャケットジャケットジャケット」」」」曳航開始曳航開始曳航開始曳航開始



海上交通への影響評価・検討項目海上交通への影響評価・検討項目

●●●●●●●●②工事区域と区域内における避難・待機場所の検討

●●●●●●●●①工事段階ごとの避難・待機場所広さ、数（収容能力について）

C．工事用船舶の避難・待機場所の検討

○○○○⑥錨泊禁止区域の変更（東京西航路）

●●●●●●●●⑤工事区域内の工事作業船、築造物等によるレーダー偽像の発生

●●●●○○○○●●●●④工事区域内の工事作業船、築造物等の死角が及ぼす影響

●●●●●●●●③夜間工事の照明が付近航行船舶に及ぼす影響

○○○○●●●●○○○○●●●●②工事区域の標示方法（夜間を含む）が及ぼす影響

◎◎◎◎●●●●◎◎◎◎●●●●①各段階の工事区域（案）、出入口が及ぼす影響

B．工事区域等が周辺の海上交通へ及ぼす影響の評価・検討

◎◎◎◎○○○○●●●●◎◎◎◎○○○○●●●●④工事区域周辺を航行する一般船舶への影響

◎◎◎◎◎◎◎◎③工事用船舶の運航の調整（時間規制等）の要否

●●●●●●●●②浦賀、中ノ瀬航路における工事用船舶の運航の影響評価

◎◎◎◎◎◎◎◎①湾内（中ノ瀬以北）適切な運航ルートの検討

A．工事用船舶の航行による海上交通への影響を評価する

工事段階全体評価・検討項目

凡例凡例凡例凡例 ◎◎◎◎：：：：シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション手法手法手法手法によるによるによるによる評価評価評価評価・・・・検討検討検討検討（（（（海上海上海上海上交通流交通流交通流交通流シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション））））
○○○○：：：：シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション手法手法手法手法によるによるによるによる評価評価評価評価・・・・検討検討検討検討（（（（操船操船操船操船シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション実験実験実験実験））））
●●●●：：：：実態調査実態調査実態調査実態調査、、、、数値計算数値計算数値計算数値計算、、、、図上検討図上検討図上検討図上検討、、、、事例等事例等事例等事例等をををを用用用用いたいたいたいた検討検討検討検討

表-2 海上交通への影響評価・検討項目



シミュレーション手法による影響評価のフローシミュレーション手法による影響評価のフロー

図-4 各シミュレーションによる

影響評価のフロー

海上交通流シミュレーション

1)湾内シミュレーション

2)工事海域周辺シミュレーション

3)24時間シミュレーション

操船シミュレーション

航行安全対策の検討



海上交通流シミュレーション海上交通流シミュレーション

対象海域対象海域対象海域対象海域：：：：工事区域周辺工事区域周辺工事区域周辺工事区域周辺

２２２２）「）「）「）「工事海域周辺工事海域周辺工事海域周辺工事海域周辺シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション」」」」
・工事区域周辺を航行する一般船舶への影響（Ａ．④）
・各段階の工事区域（案）、出入口が及ぼす影響（Ｂ．①）

対象海域対象海域対象海域対象海域：：：：東京湾全域東京湾全域東京湾全域東京湾全域（（（（中中中中ノノノノ瀬航路以北瀬航路以北瀬航路以北瀬航路以北））））

１１１１）「）「）「）「湾内湾内湾内湾内シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション」」」」
・湾内（中ノ瀬以北）の適切な運航ルートの検討（Ａ．①）
３３３３）「）「）「）「24242424時間時間時間時間シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション」」」」
・工事用船舶の運航の調整（時間規制等）の要否（Ａ．③）

図-5 海上交通流シミュレーション対象海域および評価項目



操船シミュレーション操船シミュレーション

写真-2 操船シミュレーション実験（風景）図-6 操船シミュレーター装置



湾内交通流シミュレーション（例）湾内交通流シミュレーション（例）
Ｎ

工事海域

木更津

Ｃ案

Ａ案
Ｂ案

図-7 ガット船・土運船の「工事区域～木更津」比較検討ルート（案）

工事用船舶の運航ルート（基本案）工事用船舶の運航ルート（基本案）



出発地

到着地

「遭遇」：その時々の自船位置の前後３分間で航跡が交差したもの

工事船

一般船航跡

ルート全体

１km区間

自船位置の前後３分の範囲

出発地

到着地

「遭遇」：その時々の自船位置の前後３分間で航跡が交差したもの

一般船航跡

ルート全体

１km区間
工事船

自船位置の前後３分の範囲

出発地

到着地

「遭遇」：その時々の自船位置の前後３分間で航跡が交差したもの

一般船航跡

ルートルートルートルート全体全体全体全体

１km区間

自船位置の前後３分の範囲

湾内交通流シミュレーションの評価方法湾内交通流シミュレーションの評価方法

図-9 「遭遇」結果の解析方法
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凡例 自船 他船

行会い船

横切り船

横切り船

追越し船

図-8 見合い関係区分
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⑧
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③
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⑰

曳航船曳航船曳航船曳航船のののの主要運航主要運航主要運航主要運航ルートルートルートルート図図図図（（（（基本案基本案基本案基本案））））
N

① ⑪ ⑮

⑦ ⑫
①

⑪ ⑮
⑰

④
⑭
⑯
⑱

⑤⑩⑪

⑤⑩⑫

⑤⑩⑫

⑤⑩⑪

⑩⑭

⑩⑪

⑯
⑫

⑤
④

⑥⑩⑭

②

⑬
⑥
⑩

① ⑨
⑨
⑱

⑨
⑰

ルート 行き先

往復 ① 千葉地区 ←→ 新滑走路島

往復 ② 富津地区 ←→ 新滑走路島

往 ③ 湾外 → 新滑走路島

復 ④ 新滑走路島 → 湾外

往復 ⑤ 横浜地区 ←→ 新滑走路島

往復 ⑥ 富津地区 ←→ 新滑走路島

往復 ⑦ ばらもの埠頭 ←→ 新滑走路島

往復 ⑧ 京浜島地区 ←→ 新滑走路島

往復 ⑨ 袖ヶ浦地区 ←→ 新滑走路島

往復 ⑩ 横浜地区 ←→ 富津地区

往 ⑪ 横浜地区 → 千葉地区

復 ⑫ 千葉地区 → 横浜地区

往 ⑬ 湾外 → 富津地区

復 ⑭ 富津地区 → 湾外

往 ⑮ 湾外 → 千葉地区

復 ⑯ 千葉地区 → 湾外

往 ⑰ 湾外 → 袖ヶ浦地区

復 ⑱ 袖ヶ浦地区 → 湾外

曳航船運航ルート

⑤

⑱

⑬

図-10 土運船、ガット船の運航ルート基本案 図-11 曳航船の運航ルート基本案

工事用船舶の運航ルート（基本案）工事用船舶の運航ルート（基本案）
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土運船土運船土運船土運船、、、、ガットガットガットガット船船船船のののの主要運航主要運航主要運航主要運航ルートルートルートルート図図図図（（（（基本案基本案基本案基本案））））
N

②

①
②

⑨

⑧

⑤
ルート 行き先

往復 ① 袖ヶ浦地区 ←→ 新滑走路島

往復 ② 袖ヶ浦地区 ←→ 新滑走路島

往 ③ 木更津地区 → 新滑走路島

復 ④ 新滑走路島 → 木更津地区

往 ⑤ 湾外・館山地区・鋸南地区 → 新滑走路島

復 ⑥ 新滑走路島 → 湾外・館山地区・鋸南地区

往復 ⑦ 東京西航路 ←→ 検見川沖

往 ⑧ 横須賀沖 → 新滑走路島

復 ⑨ 新滑走路島 → 横須賀沖

往復 ⑩ 東京西航路 ←→ 新滑走路島

土運船、ガット船運航ルート

C案



•• 工事段階毎に適切に設定工事段階毎に適切に設定

•• 一般航行船舶の安全確保として必要最小限の範囲一般航行船舶の安全確保として必要最小限の範囲

１．作業船の係留索等の展張範囲１．作業船の係留索等の展張範囲

（（作業区域作業区域））

２．作業船の昼夜入れ替え等に必要な待機区域２．作業船の昼夜入れ替え等に必要な待機区域

（（工事用船舶の待機場所工事用船舶の待機場所））

３．区域内移動に必要な区域３．区域内移動に必要な区域

（（工事用船舶の通航帯工事用船舶の通航帯））

工事区域（基本案）工事区域（基本案）

工事区域の基本計画工事区域の基本計画



工事区域の基本計画（例）工事区域の基本計画（例）

制限区域

工事区域（第３段階）基本計画

待機場所

待機場所

通航帯

作業区域

図-12 工事区域図（基本計画）第３段階



図-13 航行環境負荷（環境ストレス値）の算出イメージ図

環境ストレス値のランクと許容感

工事海域周辺シミュレーションの評価方法工事海域周辺シミュレーションの評価方法



工事海域周辺シミュレーション比較例工事海域周辺シミュレーション比較例

10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT以上以上以上以上以上以上以上以上 第第第第４４４４段階段階段階段階第第第第４４４４段階段階段階段階 （（（（（（（（66666666～～～～～～～～88888888時台時台時台時台））））時台時台時台時台））））10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT10,000GT以上以上以上以上以上以上以上以上 現状現状現状現状現状現状現状現状 （（（（（（（（66666666～～～～～～～～88888888時台時台時台時台））））時台時台時台時台））））

図-14 Critical以上の環境ストレス値発生頻度分布図（例）
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•• CriticalCritical以上の「環境ストレス値」発生頻度は、一般以上の「環境ストレス値」発生頻度は、一般

船舶に対して船舶に対して許容できないレベルではない許容できないレベルではない。。

•• 区域南東端は一般航行船舶が各方面から集中する区域南東端は一般航行船舶が各方面から集中する
ため、ため、工事用船舶の運航ルートは、区域南面中央工事用船舶の運航ルートは、区域南面中央
へ向かうルートが良いへ向かうルートが良い。。

⇒⇒ 工事区域は当初計画通りとする。工事区域は当初計画通りとする。

ただし、区域南東端の隅切りを考慮する。ただし、区域南東端の隅切りを考慮する。

工事区域（結果）工事区域（結果）



工事区域（基本案）工事区域（基本案）11～～55段階段階

図-15 工事区域図（基本案）

区域南東端隅切り



工事用船舶の運航調整の要否工事用船舶の運航調整の要否
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図-16 Critical以上の環境ストレス値発生頻度分布図（例）

2424時間シミュレーション比較例時間シミュレーション比較例



•• 東京湾アクアライン東水路周辺海域東京湾アクアライン東水路周辺海域およびおよび中中
ノ瀬北西海域ノ瀬北西海域において一般船舶に対して操において一般船舶に対して操
船上の船上の潜在的負荷を与えている潜在的負荷を与えている 。。

•• 大型船の主要通航路帯で「環境ストレス値」大型船の主要通航路帯で「環境ストレス値」
の発生頻度がの発生頻度が55～～1010％の増加であり、工事用％の増加であり、工事用

船舶の運航計画の船舶の運航計画の大幅な調整までは必要な大幅な調整までは必要な
いレベルいレベルと考えると考える 。。

•• 今後今後、詳細に検討される、詳細に検討される各段階の各段階の航行安全航行安全
対策として対策として具体的な対策案を講じる具体的な対策案を講じる。。

運航調整の要否（結果）運航調整の要否（結果）



操船シミュレーション実験（例１）操船シミュレーション実験（例１）

具体的な工事区域の設定具体的な工事区域の設定

図-17 工事区域南東端隅切りの検討（例）

風風風風のののの塔塔塔塔
北航小型船北航小型船北航小型船北航小型船

南東端南東端南東端南東端ブイブイブイブイ
（（（（柱型柱型柱型柱型））））

警戒船警戒船警戒船警戒船

北航小型船北航小型船北航小型船北航小型船

工事用船舶工事用船舶工事用船舶工事用船舶



操船シミュレーション実験（例操船シミュレーション実験（例22））

南西端南西端南西端南西端（（（（多摩川河口多摩川河口多摩川河口多摩川河口））））ブイブイブイブイ
（（（（赤赤赤赤、、、、柱型柱型柱型柱型）））） 羽田羽田羽田羽田工事工事工事工事区域区域区域区域ブイブイブイブイ

（（（（南面南面南面南面、、、、黄色黄色黄色黄色））））
浮島工事区域浮島工事区域浮島工事区域浮島工事区域ブイブイブイブイ

（（（（赤赤赤赤））））

区域区域区域区域ブイブイブイブイ（（（（黄色黄色黄色黄色））））
多摩川多摩川多摩川多摩川ブイブイブイブイ

（（（（赤赤赤赤））））
区域区域区域区域ブイブイブイブイ（（（（赤赤赤赤））））

区域区域区域区域ブイブイブイブイ（（（（赤赤赤赤））））

図-18 工事区域標示ブイの検討（例）



工事区域の設定（第３段階）工事区域の設定（第３段階）

図-19 工事区域の設定（具体例：第３段階）

 

南口③ 

南口① 

北口 南口② 

③ 区域南東端隅切り 

② 区域内通航帯（100ｍ） 

⑤ 灯浮標（赤色） 

④ 角ブイの明示（赤色柱型） 

④ 角ブイの明示（柱型） 

① 区域南面入出口 

待機場所



灯浮標 灯浮標 灯　標 灯　標

灯　　　質　： ３秒１閃光 灯　　　高　： 約４ｍ 灯　　　質　： ３秒１閃光 灯　　　高　： 約４ｍ 灯　　　質　： ３秒１閃光 灯　　　高　： 約７ｍ 灯　　　質　： ３秒１閃光 灯　　　高　： 約７ｍ

灯　　　色　： 黄色 標体塗色　： 黄色 灯　　　色　： 赤色 標体塗色　： 赤色 灯　　　色　： 黄色 標体塗色　： 黄色 灯　　　色　： 赤色 標体塗色　： 赤色

実効光度　： １３０ｃｄ 頭　　　標　： X　型 実効光度　： １３０ｃｄ 頭　　　標　： 円すい型 実効光度　： ２１０ｃｄ 頭　　　標　： X　型 実効光度　： ２１０ｃｄ 頭　　　標　： 円すい型

光達距離　： ５．５海里 光達距離　： ５．５海里 光達距離　： ６．５海里 光達距離　： ６．５海里同期点滅方式 同期点滅方式 同期点滅方式 同期点滅方式

工事区域標示用灯浮標・灯標工事区域標示用灯浮標・灯標

東東東東ＡＡＡＡ

南南南南 ＩＩＩＩ

隅切りブイのトランジット（見通し線）

南 Ｉ 東 A

隅切りブイのトランジット（見通し線）

西航路方面

出港大型船

小型船

東東東東ＡＡＡＡ

南南南南 ＩＩＩＩ

隅切りブイのトランジット（見通し線）

南 Ｉ 東 A

隅切りブイのトランジット（見通し線）

西航路方面

出港大型船

小型船

東東東東ＡＡＡＡ

南南南南 ＩＩＩＩ

隅切りブイのトランジット（見通し線）

南 Ｉ 東 A

隅切りブイのトランジット（見通し線）

南 Ｉ 東 A

隅切りブイのトランジット（見通し線）

西航路方面

出港大型船

小型船

区域南東端における区域南東端における
小型船のトランジット小型船のトランジット
航行（協力依頼）航行（協力依頼）

図-20 工事区域標示用灯浮標・灯標



「東京航行安全情報センター」「東京航行安全情報センター」

•• 船舶航行安全対策を実施・管理する組織船舶航行安全対策を実施・管理する組織

•• 業務遂行の中立性・公平性を確保業務遂行の中立性・公平性を確保

写真-3 「東京航行安全情報センター」棟 写真-4 センター内執務室（３階）

「センター」の役割「センター」の役割



安全管理体制安全管理体制
国土交通省

東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事東京西航路周辺海域工事
　・新海面建設

　・第二航路浚渫　ほか

　　　　　　　　　・一般船舶
　　　　　　　　　・海事関係者
　　　　　　　　　・漁業関係者

東京港内
東京港内外

　・臨海道路Ⅱ期工事

　　　　　　工事請負者

　　　　　（新海面建設）
　　　　（第二航路浚渫）　ほか

情報提供

工事情報提供

安全情報管理室
または

航行安全監視所

工事請負者

（臨海道路Ⅱ）

連絡・調整

東京都

連絡・調整

関係海上保安部

　東京湾
　海上交通センター

通報

指導

通報

情報提供東京海上保安部

指導

通報

連絡・調整

（東京港湾事務所）

国土交通省

工事請負者

（羽田再拡張Ｄ滑走路JV）

○広報業務

○情報収集・提供業務

○その他付帯・管理業務

○情報収集・提供業務

○海難等緊急事態への対応業務

○その他付帯・管理業務

○広報業務

○情報収集・提供業務

○警戒船の管理業務

○工事用船舶の工事区域外における

　 航行支援業務

○工事用船舶の工事区域内における

　 作業安全施工支援業務

○海難等緊急事態への対応業務

○その他付帯・管理業務

　（羽田再拡張Ｄ滑走路ＪＶ）

「安全・情報管理センター」

　
（東京都）

「東京航行安全情報管理室」

　
　（国土交通省）

「羽田航行安全情報管理室」

統一名称統一名称統一名称統一名称 ：「：「：「：「 東京航行安全情報東京航行安全情報東京航行安全情報東京航行安全情報 セ ンターセ ンターセ ンターセ ンター」」」」

図-21 安全管理体制図



「東京航行安全情報センター」の業務「東京航行安全情報センター」の業務

•• 広報業務広報業務

•• 情報収集・提供業務情報収集・提供業務

•• 警戒船の管理業務警戒船の管理業務

•• 工事用船舶の工事区域外における工事用船舶の工事区域外における

航行支援業務航行支援業務

•• 工事用船舶の工事区域内における工事用船舶の工事区域内における

作業安全施工支援業務作業安全施工支援業務

•• 海難等緊急事態への対応業務海難等緊急事態への対応業務

•• その他付帯・管理業務その他付帯・管理業務

危険な見合い関係の防止



危険な見合い関係の防止危険な見合い関係の防止

一般船舶
海上衝突予防法上は「避航船」

工事用船舶
海上衝突予防法上は「保持船」

衝突のおそれ

がある場合

東京航行安全情報センターの指導

・要請により、工事用船舶が「変針

・減速等」の先行避航の実施

図-22 危険な見合い関係（イメージ）

「先行避航」「先行避航」
危険な見合い関係の防止のため、羽田工事の工事用船舶
は海上衝突予防法上の「避航船」、「保持船」に係らず変
針・減速等により先行避航を実施する。



危険な見合い関係の防止手順危険な見合い関係の防止手順

• 各施工の運行管理者は、工事用船舶の船長に対して「先行避
航」についての十分な教育を実施する。

• 工事用船舶の船長は、一般船舶に対して十分余裕のある時機
に変針・減速等の「先行避航」の協力動作を明確に行い、連絡
を密に取りながら危険な見合い関係を防止する。

• 「東京航行安全情報センター」は、工事用船舶に対して先行避
航に係わる情報提供を行う。

（航行安全管理システム）

• 「東京航行安全情報センター 」は、先行避航行動を取らない工
事用船舶の船長に対して支援・助言を行う。

（航行安全管理システム）



航行安全管理システム航行安全管理システム

図-23 航行安全管理システム画面（例）

・船舶監視用レーダー装置、ＡＩＳ受信装置（一般航行船舶）

・ＧＰＳ位置管理装置、ＭＣＡ無線（工事用船舶）



「センター」による危険な見合い関係の防止「センター」による危険な見合い関係の防止

センターは、航行安全管理システムを用
いて一般船舶についてはレーダー・ＡＩＳ
により、工事用船舶についてはＧＰＳ位
置管理装置により運航状況を把握する。

定常時・運航状況の確認

センターは、航行安全管理システム等の
機器により工事用船舶が一般船舶と「危
険な見合い関係」になる恐れを予測する

危険な見合い関係の予測

センターは、工事用船舶の船長に対し「
危険な見合い関係」を連絡し、変針・減速
等の適切な先行避航について支援・助
言する。

先行避航の支援・助言

センターは、工事用船舶の変針・減速等
の実施状況を工事用船舶から報告させ
るとともに航行安全管理システムにて確
認し、危険な見合い関係の恐れがなくな
るまで監視をする。
センターはその後の安全な航行状態を
確認する。

先行避航の状況確認
安全航行の確認

常時把握

十分余裕のある時期に
予測・判断

支援・助言
結果の確認

安全航行状態および見合い
関係発生の有無のチェック

図-24 「センター」による危険な見合い関係の防止手順



連絡体制と設備連絡体制と設備



ホームページのドメイン名：ホームページのドメイン名：

http://www.tokyohttp://www.tokyo--koukouanzen.jpkoukouanzen.jp

「東京航行安全情報センター」「東京航行安全情報センター」
ホームページホームページ



Ｄ滑走路建設工事におけるＤ滑走路建設工事における
航行安全対策について航行安全対策について

おわりおわり

～船舶輻輳海域における航行安全対策と～船舶輻輳海域における航行安全対策と

「東京航行安全情報センター」の役割～「東京航行安全情報センター」の役割～


